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内容の要旨および審査の結果の要旨
振動工具使用者の手指の皮膚や筋が硬くなることはよく知られているが，その硬さや弾力などを定量的，
客観的な方法によって評価した研究はこれまでにない。また硬さの増加あるいは弾力性の減少が振動起因
性白指（vibration-inducedwhitefinger,ＶＷＦ）の一因であることも想定されてはいたが，これを
支持する証拠は得られていない。そこで本研究では振動工具作業者における指の皮膚筋系硬度の変化を定
量的および客観的に評価し，さらに皮膚筋系の粘弾性の変化とＶＷＦなどの作業者の症状との関係を明ら
かにするため，チェンソー作業者の第２－４指の末節指頭部における皮膚筋系の弾性指標および粘性指標
を観察し，以下の結果を得た。
１．事務系職従事者とチェンソー作業者の間での粘弾性指標の比較では，チェンソー作業者の第２－４指
の弾性指標の有意な低値がみいだされた。
２．チェンソー総使用時間と弾性指標の間には第４指で有意な負の相関が認められ，またＶＷＦを有する
作業者の第３，４指の弾性指標は，ＶＷＦを有さない作業者のそれに比べ，明らかに低値であることが
認められた。粘弾性指標とともにチェンソー総使用時間や指血流量あるいは指皮膚温などの他の作業者
の特性を説明変数とした多重ロジスティック分析によっても弾性指標の減少および指血流量の減少が独
立してVWFの有症に寄与することが確認された。
３．チェンソー作業者の皮膚筋系における粘性指標の低下が手指の痛みの症状に対して有意に寄与する因
子であることが単変量および多変量解析の結果よりみいだされた。
これらの結果から，振動工具使用期間に比例し，指の皮膚筋系における弾性要素が減少し，その減少
および同時に認められる硬度の増加がVWFの一因として無視できないと考えられた。また振動記田件
の末梢神経障害症は，振動暴露によってもたらされる筋萎縮を介して生じる皮膚筋系の粘性要素の低下
に関与することも示唆された。
以上本研究は，振動工具使用者の皮膚筋系硬度を，粘弾性指標を求めることにより詳細に検討すると同
時に，ＶＷＦおよび振動起因性末梢神経障害症の成因を明らかにするための有益な知見を提供したもので
あり，労働衛生学の領域に寄与する貴重な労作として評価された。
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